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巻頭言 

日本音楽即興学会編集委員会委員⾧ 安藤 大地 

 

JASMIMジャーナル 9 巻をお届けします．今回は，原著論文 2 本，研究報告 1本，

助成金報告 2本，CDレビュー1本を掲載することができました． 

JASMIM ジャーナル編集委員会は編集担当理事が組織するため，理事の任期と同じ

く 3年間の任期となります．現編集委員会は 2022年 2月の発行から 3号分の発行を担

ってきました．3年間無事に発行できたことを会員の皆様にお礼申し上げます． 

JASMIMジャーナルは当初より PDFの形で発行開始しました．近年は学術情報検索

の重要性の向上に伴い，PDF に論文のあらゆる学術的情報つまり研究や論文に関する

メタデータを含め，検索・利用可能にすることを，国立情報学研究所が主導して国内の

研究機関に指導しています．また最近は音楽分野でも，音源や演奏映像のデータアーカ

イブのプロジェクトが国内外で進んでいます．音源や映像でもやはりメタデータをどの

ように付与していくかが重要な研究課題となっています． 

即興演奏は一時のものだからこそ，その研究のためにはアーカイブが重要になってく

ると我々は考えています．皆様も，即興演奏をその場で終わらせるのではなく，どのよ

うにその即興演奏を作る方法を考え演奏したのかを，文章・音源・映像として記録して，

アーカイブに残していくことが，今後の即興演奏研究の発展に必要なのではないでしょ

うか． 

3年間ありがとうございました． 

 

（日本音楽即興学会編集委員会 安藤大地，田中順子，嶋田久美，若尾裕） 

 

 

 

 


